


　2022年10月、国際交流基金は設立50周年を迎えまし
た。これまで当基金の活動を支えてくださった関係者の
皆様、また、ともに国際交流の現場でご尽力いただいた
皆様に心より感謝申し上げます。 

　50年前、日本は戦後の高度経済成長の中、国際社会
における存在感を急速に高めていました。東京オリンピッ
ク（1964年）、大阪万博（1970年）、札幌冬季オリンピック

（1972年）など大きなイベントが開催され、世界第2位の
経済大国になった頃でした。 

　こうした時代背景の下、1972年10月2日、「我が国に対
する諸外国の理解を深め、国際相互理解を増進し、及
び文化その他の分野において世界に貢献し、もって良好
な国際環境の整備並びに我が国の調和ある対外関係の
維持及び発展に寄与すること」（独立行政法人国際交流基
金法第3条）を目的として、国際交流基金が設立されまし
た。以来、日本を取り巻く国際情勢の変化に応じながら、
１. 文化芸術交流、２. 海外における日本語教育、３. 日本
研究・国際対話の各分野で、諸外国との文化交流に取り
組んでまいりました。 

　本冊子は、当基金の50年のあゆみを振り返るとともに、
これまで私どもの事業に様々な形でご協力いただいた
方々の生の声をご紹介しながら、国際文化交流の意義や
今後のあり方を皆様とともに考えるきっかけとなれば、と

の願いで制作しました。残念ながら、半世紀にわたる活
動のすべてを網羅することはできませんが、その代表的
なものが掲載されています。ぜひ一つでも多くの物語を
ご高覧いただき、長年にわたる日本と世界の交流の深み
と広がりに触れていただければ幸いに存じます。 

　この50年間、グローバル化の進展とともに、世界の日本
に対する理解は大きく進んできました。例えば、今日、海
外の日本語学習者は概ね380万人を数え、1970年代末
から約30倍の伸びを記録しています。かつて日本文化
への関心が専門家や愛好家に限定されていた状況と比
較し、世界中の広範かつ多数の人々が日本文化の様 な々
側面に関心を持ち、また、楽しんでいる姿を見るとき、ま
さに隔世の感を禁じえません。 

　一方で、今後の道のりは決して楽観できるものではあり
ません。この２年あまり、コロナ禍によって私たちの日常は
激変し、日本と世界の人的交流も大きく制限されました。
また、世界各地での自然災害の頻発や、国際秩序の根
幹を揺るがす事態の発生など、胸に突き刺さるような光
景が、日々 、メディアによって報じられています。 

　しかし、このような激動の時代においてこそ、文化交
流の真価が問われていると言えるのではないでしょうか。
多極化し、不透明な要素が増している国際社会にあって、
日本が世界の人 と々絆を深めていくことは、以前にも増し
て重要となっています。また、多くの国がソフトパワー外
交への関心を高め、この分野においても競争が激しくな
ってきており、今後も日本文化の存在感を維持していくた
めには、従来以上の努力を払わなければならないと感じ
ています。 

　国際交流基金は、これからも日本と世界の人々が相互
の理解と信頼を深めるための触媒の役割を果たし、日本
と世界の良好な関係を築くための努力を重ねる所存で
す。今後とも皆様のご支援を賜りますよう、お願い申し
上げます。 

　最後になりましたが、本冊子の制作にあたり、インタビ
ューをご快諾くださり、数々の貴重な情報を提供してくだ
さった多くの方々に篤く御礼申し上げます。

2022年10月
国際交流基金

理事長　梅本和義

ご挨拶
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200200年代
 （2020年～）

2020年2月以降、世界中に広がっ
た新型コロナウイルス感染症は文
化交流にも深刻な影響をもたらし
ています。国際交流基金は日本
と世界の人々の交流の回路を閉
ざさぬよう、オンライン事業などの
取り組みを活発化させるとともに、
より効果的・効率的に活動を展開
できるよう、2022年4月、組織改
編を行いました。50年前の設立
当初、世界5都市でスタートした
海外事務所ネットワークは、多く
の人々に支えられ、24か国25都
市へと拡大しました。

2010010年代
（2010～2019年）

東日本大震災を受け、文化交流
を通じた復興支援の取り組みが
強化されます。2014年には、東
京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会に向けて「文化のWA 
（和・環・輪）プロジェクト」が始
動。新たなアジアセンターが設置
され、東南アジアを中心とする地
域との双方向交流の拡大・深化を
図ります。2018年には日仏友好
160周年を記念し、国際交流基金
を事務局として、海外で史上最大
規模の日本文化の祭典「ジャポニ
スム2018」をパリを中心に開催。
会期中353万人を超える来場者に
日本文化の幅広い魅力を届けま
した。同年、世界の日本語学習
者数は385万人に達します。国際
交流基金は2010年に「JF日本語
教育スタンダード」を発表し、学習
者のコミュニケーション能力を高
めるための日本語教育の普及を
加速するとともに、2019年には特
定技能制度での来日希望者向け
の日本語基礎テスト（JFT-Basic）
も開始します。
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1. 2013年・日本語教材『まるごと 日本のことばと文化』各国語で刊行
2. 2014年・東南アジアとのサッカー交流事業「ASIAN ELEVEN」開始
3. 2015年・東北地方とアジアの芸能交流事業「Sanriku-Asian Network Project」開始
4. 2018年・「ジャポニスム2018：響きあう魂」（仏）に353万人超が来場
5. 2019年・「Japan 2019」（米）に129万人超が来場　

1. 2020年・国際交流基金アジアセンター×東京国際映画祭 co-present
トークシリーズ「アジア交流ラウンジ」開催

2. 2021年・舞台公演オンライン配信プロジェクト「STAGE BEYOND BORDERS
 ̶Selection of Japanese Performances̶」。計92作品、総視聴回数約950万回以上
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で、日本文化は国際社会に広く知られ、
「ジャポニスム」という言葉が流行しま
した。それから約150年後の2018年、プ
ロジェクト名を「ジャポニスム2018」と
し、「2018」を付記したのには、それま
でのオリエンタリズムへの憧憬を含ん
だ19世紀のジャポニスムから一線を画
し、日本人の「いま」を伝えるとの思い
が込められています。　

古代から現代まで、
知られざる日本文化を紹介

　しかし、開催までの道のりは平坦な
ものではありませんでした。たとえば、
「若冲―〈動植綵絵〉を中心に」展の企画

に対し、フランス側の当初の反応は「若
冲？　聞いたことがない、北斎ならば
考える」というものでした。そこから
対話を重ね実現された若冲展には、4週
間という限られた会期で7万5000人が
来場し、会場となったプティ・パレ美術
館前に長蛇の列ができるほどの盛況と
なりました。フランスの文化情報誌『テ
レラマ』は「見終わった後も余韻が覚め
ない」「若冲の天才は細部に宿ってい
る」と評し、「この展覧会は、おそらく
日本が我々に差し出した最も美しい贈
り物ではないか」と記事を結びました。
　プロジェクト名にある「響きあう魂」
は、「日仏の共鳴」というコンセプトを
反映したものです。公式企画としてフ

ランスでは初の展示を行ったチームラ
ボは、観客が作品の一部となれる新たな
体験型デジタルアート展「teamLab : 
Au-delà des limites（境界のない世
界）」をラ・ヴィレットで開催し、デジタ
ル世界の中で自然に没入する体験を生
み出しました。このアート展には約30

万人が来館しました。会期中は子ども
の歓声が絶えず、来場者からは「チーム
ラボ展での体験は、ここでしかできな
い旅に出たようだった」などの感想が
寄せられました。
　言葉を超えた共感の場は、チーム
ラボの展示だけではありません。フ
ェスティバルの総合コンセプトを体現
した「深みへ―日本の美意識を求め
て―」展は、19世紀の邸宅を改修した
ロスチャイルド邸で開催されました。
ANREALAGEや真鍋大度、北斎や仙
厓といった新旧の日本のアーティスト
の作品と共にピカソやゴーギャンの作
品も展示され、空間全体で東西の対話
を生み出そうとする意欲的な試みでし
た。SNS上では、来場者から「日本の
美意識に浸れる展覧会だった」との感
想が多く上がりました。
　舞台公演も雅楽から現代演劇やダン

「若冲―〈動植綵絵〉を中心に」展の会場となった
パリ市立プティ・パレ美術館前の長い行列。欧州
初の本格的な若冲展は、熱狂的に迎えられました。

チームラボの展覧会は、デジタル
によってリアルタイムで描かれた
いくつもの作品同士が混ざり合
い、人々の存在によって変化して
いく空間でした。境界のないアー
トに身体ごと没入する体験で、大
人気となりました。
Exhibition view, teamLab : Au-delà 
des limites, 2018, Grande Halle de La 
Villette, Paris ©teamLab
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ス、ボーカロイド（初音ミク）、2.5次元
ミュージカルまで幅広い企画が実現し
ました。また、日本映画100年の歴史を
紹介する大型特集上映会や、テレビで
の日本特集も組まれました。日本食・
日本産酒、工芸から日本各地の祭りの
紹介、さらには、柔道、茶道、華道、禅、
文学に関連したイベントなども開催さ
れ、熱心な日本ファンからあまり日本
を知らない人まで、多くの来場者が日
本文化を楽しみました。ジャック・ラン
グ元フランス文化大臣は、「『ジャポニ
スム2018』によって、我々はステレオタ
イプとは程遠い日本を目にすることが
できました」と述べています。

大事なのは、未来へと
つなげていくこと

　「ジャポニスム2018」は会期の8か月
間に、日仏合わせて50以上の都市で、
300以上の催事が行われ、来場者数は
353万人に上りました。これはパリ市
民220万人を上回る数です。多種多様
な企画を通して日本人の美意識と価値
観を伝えることができた８か月でした
が、一過性のものに終わらせないため
には、「その後」の継続が肝心です。
　公式企画の１つに、日仏の高校生た
ちが交流した「高校生プレゼンテーシ
ョン発表会」がありました。会期中は
互いに自分たちが調べ、考えたことを
発表しあい、閉幕1年後の2020年2月、
JFはこの企画に参加したフランスの

高校生を日本に招き、ホームステイや
日本文化体験、日本の高校への1日体
験入学などの機会を提供しました。そ
の後もオンラインを活用し、高校生同
士の交流がはぐくまれています。
　「ジャポニスム2018」の興奮が覚めや
らぬ中、2019年には舞台をアメリカに
移し、「Japan 2019」という日本フェス
ティバルが開催されました。ワシント
ンD.C.およびニューヨークを中心に、
JFは公式企画8件を実施。このうち3つ
の大型美術展は、JFのフェローとして
日本での研究滞在経験を持つアメリカ
のキュレーターが監修したものです。
長年にわたる日本研究と日米交流が結
実した展覧会は、ユニークな切り口で
日本美術の魅力を紹介するものとして
現地メディアにも取り上げられ、高い
評価を受けました。
　文化芸術交流は、人々の心に直接的
に訴え、言葉を超えた共感の場をつく
り出し、共に発見し創造する喜びを分
かちあうことで、幅広い日本ファンを
創出する事業領域。その真髄が発揮さ
れる日本フェスティバルは、変わるこ
とのない日本の魅力と、絶えず更新さ
れる日本の新たな“顔”をお披露目する
絶好の機会です。JFはこれからも、こ
うした日本文化の多面的な魅力を感じ
ていただける良質な企画を、多くの方
の協力を得て世界各地で実現していき
ます。

「ジャポニスム2018」の公式企画として行われ
た、初音ミクのフランス公演は、初の欧州ツアー
「HATSUNE MIKU EXPO 2018 EUROPE」の初日
ともなりチケットは即完売。会場のラ・セーヌ・ミ
ュージカルには多くのファンが駆け付け、公演後
のアンケートでは、回答者の全員が日本への親近
感が増したと回答しました。

若い世代が主役となった公式企画「高校生プレゼンテーション発表会」では「日仏交流、
この人に注目！―ジャポニスム2018につながる人と歴史―」をテーマに、日本とフラ
ンスの高校生たちがパリ日本文化会館でプレゼンテーションを行いました。
Photo：©MIHO

「Japan 2019」の公式企画の１つ、「神道：日本美術における神性の発見」展の展
示風景。神仏習合など6つのテーマを通じ、神への畏敬の念が日本美術に与え
てきた影響を紐解きます。本展を監修したクリーブランド美術館のシネード・
ヴィルバー日本美術学芸員は、2002年度のJFフェローとして東北大学で研究
活動を行いました。Photo by David Brichford; courtesy of the Cleveland Museum of Art.
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世界から注目の集まる「ヴェネチア・ビエンナーレ」の
日本館展示は国際交流基金が1976年から行う主要事業です。
ヴェネチアへの参加を糧に、
2001年には「横浜トリエンナーレ」立ち上げに参画しました。

　「美術のオリンピック」とも呼ばれる
ヴェネチア・ビエンナーレ。1895年に始
まり、国別参加方式をとるこの国際展
に、日本は1952年の第26回に初参加
し、国際美術界への復帰を果たしまし
た。その窓口となったのが、国際交流
基金（JF）の前身である国際文化振興
会（KBS）でした。以後、日本はヴェネ
チア・ビエンナーレに継続的に参加し、
1976年からはJFが日本館の展示を主
催。世界各地から多数の人々が集う国
際舞台で、日本代表作家による展示を
通じて日本の最先端の現代アートを発
信しています。

よりオープンなプラットフォーム
としての日本館を期待

　1990年代から日本館を見続けてき
たのが、イタリア国立21世紀美術館
（MAXXI）のアーティスティック・ディ
レクター、ホウ・ハンルー氏です。ホウ

氏は日本館の印象を、こう語ります。
「どの年の展示も、その時の日本や世界
の現代アートシーンをよく反映してい
たと思います。1999年の宮島達男のデ
ジタルカウンターを使用した作品は、
技術から発想された創作という1990

年代の空気を体現していました。また、
2013年の田中功起の作品は、映像や写
真がにぎやかにコラボレーションし、
日本館の吹き抜けの空間をうまく使っ
ているのが印象的でした」
　2013年の日本館での田中功起の展
示は高く評価され、2017年、田中はビ
エンナーレの企画展に招待されまし
た。また2015年の企画展に招かれた石
田徹也がヴェネチアで「発見」され、マ
ドリードとシカゴでの個展開催につな
がった例からも明らかなように、ヴェ
ネチアの評価は世界の評価へと直結し
ています。
　ホウ氏は、日本館の今後に期待を込
めてこう語ります。「本来、アートはオ

ープン・プラットフォームであるべき。
つまりアートは競争するものではな
く、社会をもっと開かれたものにし、多
様性を推進するものなのです。これか
らの日本館には、さまざまな背景をも
つアーティストが、グローバルな問題
をどんな角度からどう見ているのかが
わかるような、意欲的な展示も期待し
たいですね」
　ヴェネチア・ビエンナーレでは美術
部門に加えて1980年に国際建築展が
始まり、2001年からは2年に一度、美術
展と交互に開催されています。日本は
第5回の1991年から公式参加し、磯崎
新がコミッショナーを務めた1996年
と、伊東豊雄が務めた2012年にパヴィ
リオン賞（金獅子賞）を受賞しました。
伊東は、東日本大震災で甚大な被害を
受けた陸前高田に、被災者の憩いの場
「みんなの家」をつくるプロセスを展
示。この「ここに、建築は、可能か」展
は、自然災害に建築がどう向き合うか
を通して、建築とは何かという根源的
な意味を問い直す勇気と重要さが理解
され、高く評価されたことが受賞へつ
ながりました。

田中功起の2013年の日本館での展示作品。田中は
「抽象的に話すこと―不確かなものの共有とコレク
ティヴ・アクト」というタイトルのもと、映像作品の
モニターや写真作品、段ボールや木材、映像に登場
する本などがランダムに置かれたインスタレーショ
ンを展示し、日本館は特別表彰を受賞しています。
ピロティの展示風景　『ペインティング・トゥ・ザ・パブリック（オー
プン・エアー）』　2012　Photo: Takashi Fujikawa, created 
with Aoyama Meguro, 撮影：木奥惠三

ヴェネチア・ビエンナーレの会場であるジャルディーニに建つ、吉阪隆正設計の
日本館。2014年に伊東豊雄の手によって改修されました。Photo by: Peppe Maisto

ヴェネチアと横浜、
国際美術展に集う世界のアートと人々

JFをめぐる物語 文化［02］
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